
令和５年６月20日

１．概 要

令和５年６月１６日から６月１８日の3日間で開催された「Ｇ７三重・伊勢志摩交通大臣会合」

における中部地方整備局の様々な取り組みを紹介します。

◆中部地方整備局の取り組み内容

道路の異状を発見したら・・・道路緊急ダイヤル （通話料無料・２４時間受付）

２．配 布 先 三重県政記者クラブ、第二県政記者クラブ

３．解 禁 指定なし

４．問い合せ先 国土交通省中部地方整備局 三重河川国道事務所
もうり いさむ ますだ けいや

副所長 毛利 勇 計画課長 増田 恵也

電 話 059-229-2220
ホームページアドレス https://www.cbr.mlit.go.jp/mie/

Ｇ７三重・伊勢志摩交通大臣会合における

中部地方整備局の取り組みについて

地域の明日へ、地域とともに。

国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所

○Ｇ７交通大臣会合のテーマである「イノベーションを通じた、誰もがアクセス可能で持続可能
な交通の実現」に関心を持っていただくため、

・次世代を担う子どもたちが交通に関心を持ち、交通の未来について一緒に考え、楽しめる
場を提供するために行った直前イベント「考えてみよう交通の未来」に出展

・広域的な道路利用者に対して、 『持続可能な交通の実現』に向けた期待感や意見を伺う
ために、東名阪自動車道 御在所SA（下り）でパネル展を開催

○Ｇ７交通大臣会合の開催を広く一般の道路利用者に周知するために三重県内直轄路線の
道路情報板に掲出

○Ｇ７交通大臣会合の開催期間中における保安上の観点と不測の事態に備えて、道路環境
の整備やパトロールを実施



Ｇ７三重・伊勢志摩交通大臣会合に向けた取組みについて

・三重県で開催されるG7交通大臣会合の機運醸成に向けて、県内各事務所が積極
的に広報活動等を展開。

②道路整備などのパネル展（6/13(火)～18(日)御在所SA(下り)）
・広域的な道路利用者に対して、 『持続可能な交通の実現』に向けた期待感や意見を伺うために、東名阪
自動車道 御在所SA（下り）でパネル展を開催し、アンケート調査を実施。

①直前イベント（5/27(土)志摩市阿児アリーナ）
・次世代を担う子どもたちが交通に関心を持ち、交通の未来について一緒に考え、楽しめる場を提供する
ために行った直前イベント「考えてみよう交通の未来」に出展。

開催状況

６／１６～１８志摩市にて開催G7三重・伊勢志摩交通大臣会合

③広く一般の道路利用者に周知するために三重県内直轄路線の道路情報板に掲出

サービスエリア内でパネルを掲示 道路の取組をPR（カーボンニュートラル等）

掲示ポスター

【別添資料】

①5/27に直前イベントへブースを出展
(志摩市阿児アリーナ)

②6/13～18の期間で、
道路整備などのパネル展 開催
(東名阪自動車道 御在所SA(下り))

③4/27(開催50日前)から、
県内直轄路線の道路情報板に掲出



【別添資料】

パネル展に来場された方に、G７交通大臣会合のテーマである
『持続可能な交通の実現』に向けた期待感や意見などの

関心度についてアンケート調査を行いました

G７交通大臣会合内容について、今回のパネル展を通して、さらに

理解を深めていただくと同時に、今後、取り組むべき内容を知って

いただく契機となりました。

（道路利用者の声）
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Ｇ７三重・伊勢志摩交通大臣会合のテーマ

※アンケート回答者数31名
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⾃動運転⾞両の開発
⾃動運転の導⼊⽀援（⾃動運転実証事業）

地域交通リ・デザインやMaaSの推進
物流DXの推進

道路インフラによる⽀援（路⾞協調システム）
その他交通モードとの連携

⾃動運転⾞両の開発

過疎地域における輸送手段の確保や誰もが安全かつ円滑な移動手段に関する関心(複数回答)




